
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の主な活動予定 

昨年度スタートしたこのボランティア活動も新年度を迎えました。 

本年度も花壇コンクール用の花苗の育成や樹木の育成等をメインに活動してまいります 

が、本活動の目標の一つである国体を花で飾ることについて、少しづつ活動を開始します。

  今年度の主な活動を月毎に御紹介します。 

  4
月 

日常の活動(花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等) 

5月 秋の花壇コンクール用花苗の種蒔き(サルビア・マリーゴールド) 
日常の活動(花苗畑・花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等) 

6月 花づくり講習会 
常盤公園花壇の整備(花の植付等) 

秋の花壇コンクール用花苗の配付 

日常の活動(花苗畑・花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等) 
7-8月 日常の活動(花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等) 

竹でつくる水鉄砲教室 
7月２８日(土)２９日(日)及び 8月 4日(土)５日(日) 対象：子供 
親子テラリウムづくり教室 
8月２５日(土)２６日(日)の 2日間 対象：親子 

9月 春の花壇コンクール用花苗の種蒔き(キンセンカ) 
日常の活動(花苗畑・花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等) 

10月 日常の管理(花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等) 
11月 花づくり講習会 

常盤公園花壇の整備(花の植付等) 
春の花壇コンクール用花苗の配付 

日常の管理 
(花苗畑・花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等、腐葉土づくり) 

12-3月 日常の管理(花壇・苗木畑・挿木・接木の管理等、腐葉土づくり) 
 上記以外にも、国体用の花選定のための試験育成、挿木の講習会、秋の収穫祭、どんぐり教

室、雑木林内の散策道の整備や苗木畑後ろサクラのテングス病処理を古谷先生やスタッフの皆

さんで計画されています。 
 また、日常の活動の中で接木の勉強会等の様々な実技を交えた活動が行われています。 
 スタッフの皆さんも時間の許す範囲で、是非、活動に参加してくださいね。 
 今年度もスタッフの皆さんでアイデアを出しあって、楽しく活動を進めてまいりましょう。 

第 8号 H19.4.1 
 
緑と花を育て隊事務局 
(宇部市都市開発部 

公園緑地課) 
Tel 34-8473 

いよいよ春本番！花いっぱいの季節がやってまいりました。 
市では花壇コンクールが開催され、沢山の花々が咲き誇る 
色鮮やかな花壇が市内を飾ります。 
常盤公園内にスタッフの皆さんが整備された花壇も、春を 
待ちわびたキンセンカが、競い合うように咲いています。 
 これからは、花ガラ摘みや除草が大切な作業となります。 
 是非、皆さんの育てた花達を見に来てくださいね。 
 お待ちしています。  



  
 
 
 
 
 
 
 
 

苗木畑の後ろの雑木林を整備しました 
 

｢緑と花を育て隊｣の看板が立っているのに、苗畑の後ろの竹が汚くて台無しだね！という意見を古谷

先生が聞かれ、「それじゃいっちょやるか」の掛け声で作業を始められました。 

みるみるうちに荒れていた雑木林が綺麗になりました。 

スタッフの皆さんも、「春の花見シーズン前に綺麗にしておけば、遊びに来る人たちも気持ちが良かろ

う」と、笑顔で話しておられました。 

合わせて、付近にある樹木の整枝剪定作業も古谷先生の実践講習を兼ねて実施しました。 

 

       切り出された竹            木に絡みつくように生えた竹と奮闘中！ 

 
 

竹と格闘中の古谷先生とスタッフ          素性の良い竹は再利用します 

宇 部 市 緑 化 祭 
 
 宇部市緑化祭を宇部小野田植木造園業組合と宇部市緑化運動推進委員会の共催で下記のとおり開催し

ます。 
 この中で、宇部市緑化運動推進委員会のテントでは、｢緑と花を育て隊｣写真パネル展を行います。 
 また、テントではボランティアスタッフの募集・受付、緑化推進募金(緑と花を育て隊支援募金)を行い
ますので、是非、期間中に遊びに来てください。会場でのお手伝いのスタッフも歓迎です！ 

日時 平成 19 年 4 月 29 日～5 月 5 日 10：00～17：00 

場所 琴芝街区公園(宇部井筒屋うら) 

  内容 ミニ庭園の常設展示、ミニ花壇コンクール(事前申込)、庭木の剪定講習会、竹馬つくり 

太鼓演奏、バンド演奏、琴･大正琴演奏、カラオケ大会、マジックショー など 
  主催：宇部小野田植木造園業組合 共催：宇部市緑化運動推進委員会 
 ミニ花壇コンクールに、｢緑と花を育て隊｣スタッフ有志が参加予定です。花壇の人気投票もあります

ので、是非、御来場ください。 
 なお、ミニ花壇コンクールの詳細・参加申込は、利休造園(担当：渡辺)33-0871まで。 


